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研
究
室
を
主
宰
し
て
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
新
し
い
分
子
を
生
み
出
し
続
け
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、「
分
子
創
成

化
学
講
座
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
新
し
い
分
子
は
我
々
の
グ
ル
ー
プ
の
宝
で
す
。

熊く
ま

谷が
い

直な
お

哉や  

薬
学
部　

教
授

　

有
機
化
学
は
、
生
命
を
構
成
す
る
炭
素
中

心
の
分
子
を
扱
う
学
問
で
あ
り
、
生
物
学
・

医
学
と
の
親
和
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
薬
学

部
に
は
必
ず
有
機
化
学
系
の
研
究
室
が
存
在

し
ま
す
。
４
つ
の
共
有
結
合
を
形
成
で
き
る

炭
素
原
子
を
基
盤
と
す
る
こ
と
で
、
構
築
可

能
な
分
子
構
造
は
極
め
て
多
様
で
あ
り
、
生

命
体
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
子
部
品
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
機
分
子

を
形
成
す
る
化
学
結
合
は
、
強
す
ぎ
ず
弱
す

ぎ
な
い
絶
妙
な
結
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
範
囲
に
あ

り
、
秩
序
だ
っ
た
構
築
と
分
解
を
通
じ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
授
受
や
、
成
長
・
再
生
と
い
っ

た
生
命
現
象
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
生
命

を
分
子
レ
ベ
ル
で
理
解
す
る
時
代
と
な
り
、

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
に
お
け
る
有
機
化
学
の

重
要
性
は
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
有
機
化
学
は
独
立
し
た
科
学
と
し

て
も
魅
力
的
で
あ
り
、
自
由
な
発
想
で
こ
の

世
に
存
在
し
な
い
未
到
分
子
を
創
出
で
き
る

創
造
性
に
満
ち
て
い
ま
す
。
安
価
で
豊
富
な

原
子
部
品
か
ら
、
ア
イ
デ
ア
一
つ
で
無
限
の

付
加
価
値
を
生
み
出
せ
る
点
は
、
他
の
学
問

に
な
い
特
長
で
す
。
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は

１
０
０
年
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
有
機
分

子
が
あ
ふ
れ
、
そ
れ
ら
が
豊
か
な
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
の
は
、
そ
れ
ら
の

多
く
が
、
応
用
目
的
で
は
な
く
研
究
者
の
純

粋
な
好
奇
心
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

世
の
中
に
は
、
①
原
石
を
見
出
す
こ
と
に

魅
力
を
感
じ
る
人
、
②
そ
の
原
石
を
磨
い
て

価
値
あ
る
も
の
に
仕
上
げ
る
人
、
③
そ
の
輝

き
を
社
会
に
届
け
る
こ
と
に
情
熱
を
注
ぐ
人

が
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
典
型
的
な

①
の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
学
生
と
と
も
に
新
し

い
分
子
を
設
計
・
合
成
し
、
実
在
す
る
分
子

と
し
て
証
明
し
、
そ
の
特
性
を
明
ら
か
に
し

て
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
自
然
界
に
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
特
殊
な
構
造
を
持
つ
分

子
が
、
時
に
予
想
を
超
え
る
性
質
を
示
す
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
発
見
の
瞬
間
は
何
物
に
も

代
え
が
た
い
喜
び
で
す
。
私
た
ち
の
手
で
創

出
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
分
子
が
論
文
や
共
同
研

究
を
通
じ
て
②
や
③
の
人
々
へ
と
届
き
、
機

能
性
分
子
と
し
て
育
っ
て
い
く
│
│
そ
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
循
環
に
立
ち
会
え
る
こ
と
が
、

日
々
の
研
究
の
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

生命と創造の間にある科学

　私たちのラボは、「宝作り」をしていると教えられてきました。
世の中にないものを自らの手で生み出せる、という醍醐味を表現
したのが講座名である分子創成化学です。いかにも構造有機化学
らしいキノリン3量体TriQuinolineや、炭素原子を一つも含まない
ヘテロ六員環アミド化触媒DATB、同数の炭素原子と窒素原子を
有し蛍光を発するC4N4等、さまざまな化合物をこのラボで創造
してきました。いずれの化合物においても、その構造自体が美し
いと化学を志す人たちから称されることが多く、モチベーション
が上がります。その構造を源泉とする分子機能が見られることも
多く、実用的な側面にもわくわくして研究を進めています。

宝作り
公
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き
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